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風土性とデザイン「遠江の場合」






































This research, based on climate milieu and design, considers the design as the state of culture in Hamamatsu
area where many manufacturing enterprises have been founded. This area has produced a large number of
founders, of those enterprises. such as HONDA, SUZUKI, YAMAHA, KAWAI and HAMAMATSU PHOTONICS.
Although it is a local city, the technology of a world level is accumulated, and the design as the state of the
culture in the town of manufacturing is equipped with the high design power.
河原林桂一郎 Keiichiro KAWARABAYASHI
デザイン学部生産造形学科 Department of Industrial Design, Faculty of Design
谷川　真美 Mami TANIGAWA
文化政策学部芸術文化学科 Department of Art Management, Faculty of Cultural Policy and Management
佐井　国夫 Kunio SAI
デザイン学部生産造形学科 Department of Industrial Design, Faculty of Design
土屋　和男 Kazuo TSUCHIYA
常葉学園大学造形学部造形学科 Faculty of Art and Design, Tokoha Gakuen University
図１　本研究のプロセス












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2. 持続する＝ロングセラー / Long Sellers：
チョコレート、スイス・アーミー・ナイフ、地
図、インテリア　　
3.支援する＝身体の延長 / Tiny Helpers：
調理器具、ジッパー
4. 眼の喜び＝視覚のメッセージ / A Visual
Statement：グラフィックデザイン
5. 手のひらサイズ＝スモール＋ビューティフ
ル / Small & Beautiful：時計、ゲーム、デ
ジタルカメラ、補聴器
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ミュニティのネットワーク化を進める原動力
として期待される。
8．まとめ
　本研究の第1段階は、「スイスデザインの現
在展」浜松展の開催への参画と関連企画とし
てのシンポジウム「人を豊かにするデザイン
のカ・スイスから学ぶこと」の開催であった。
展示会とシンポジウムを通じて浜松がデザイ
ンを通じて文化を発信することが可能である
と参加者の間で共有できたことは、最大の成
果であったと考える。地方都市の特長を生か
しつつ、世界に発信することの重要性をスイ
スの事例から学ぶこともできた。
　スイスと浜松の共通点として地勢学的に結
節点であること、それに伴い情報・文化・人
の流入が活発であること、モノづくりに支え
られた世界的企業や高度の中小企業が集中し
技術革新に強いことなどがあげられる。この
部分でこそデザインがその価値を発揮できる
のではないかとの確信を得ることができた。
それには、地域のデザインコミュニティの
ネットワーク化が欠かせない。
　第1段階である展示会とシンポジウムの参
加者数は約1,600名であった。生活者の視点
で日常生活こそ豊かにすることを意識し実現
させるデザイン・マインドは、生活の本質的
な向上を目指すものであり、生活を美しくす
るこころである。安いものではなく価値ある
ものを選択することからデザイン・マインド
を実践しようというアンケートの声に勇気づ
けられ、次の第2段階を目指す活動を進めた
い。
　今後の段階にて浜松地区のデザインコミュ
ニティの形成を推進していくに当たっては、
産学官と市民との連携と交流の輪を拡げるこ
とになるが、地域のデザイン関係者や市民を
含めたネットワーク形成は、これまでも試み
が繰り返されてきたが継続できていない。企
業間にまたがる企業内デザイナーの連携は、
極めて困難であろうと予想される。企業内デ
ザイナーやフリーランスのデザイナーや建築
家が横断的にコミュニケーションの枠を拡げ
ることが重要であり、産官学と市民ができる
ところから交流の輪を広げる試みを続けてい
くことが必要である。そのために大学が役割
を果たし支援できることも多いと思われる。
今後、第2段階を確実なものとする活動を模
索していきたい（図3）。
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